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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・お話しする内容は、色々な法人を見させてもらっている中で、他法人の事例やお伝えしたい事項となります
・お話しする内容は、内閣府の公式見解ではないことあらかじめご了解ください
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・支出するかどうかわからないものに対して設定することはできない
・認定法施行規則第18条
・公益認定等ガイドライン（公益認定等委員会）Ⅰ－７（5）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●1番目について
　　・（公財）日本消防協会の例
　　・その他、（公社）日本医療社会福祉協会の事例、東日本大震災における災害支援活動実績をもとに特費設定、熊本地震の際に
　　　理事・職員・ボランティアが一時避難所における生活支援・退院支援をおこなった。
●2番目について
　　・一般的な考え方としては、過去の傾向から、収益の減少と増加の周期が何年おきにおこることがわかってるようなケース
●3番目について
　・現状では、想定されるケースは補助金等くらい
●FAQ問Ⅴ-3-④に関連して追加を予定している
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●認められない事例
　　・法人自身の施設、事業所に関するもの
　　・FAQ問Ⅴ-3-⑤参照
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●控除対象財産：認定法施行規則第22条第3項1号～6号、8ページを見てもらう
●遊休財産額の保有制限：1年間の事業費＞遊休財産額
●府令（施行規則）：「相当の期間内に費消することが見込まれるものに限る」
●9ページの公益認定等ガイドラインで確認
●以下は、今回は話さないこととする
　・果実だけでなく元本も同様の扱い
　・６号財産の元本は果実の利用を直接の目的とするものではないが、生じた果実は同様の扱い
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●年数を内部管理することが必要
●今後FAQを予定してる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●基本的事項の確認
●2番目
　・11ページで収支相償を確認
　・過年度に剰余金が生じ収支相償を満たしていなかった。当年度に過年度の収入を修正するため過年度損益修正損が経常外増減に計上されたケース。
　　収支相償の判定上、過年度の剰余金から当該修正損を控除し、剰余金の解消とすることが認められる場合もあり得る。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スライド６－①
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●収益事業会計赤字
　・あくまで公益事業を実施するための収益事業なので、認定時と収益事業の状況が変わってしまった場合には、収益事業を続けるかについて検討が必要
●法人会計黒字
　・受取配当金、受取寄附金、受取会費等の配分を見直すことも検討すべき
　・法人会計の黒字を公益会計で使用した場合、会計的には本来、他会計振替を行うこととなるが、B/S内訳表を作成していない場合には財布が一緒なのでわからない
　・FAQ問Ⅴ-８-①、Ⅴ-８-②
　・遊休財産規制との関係について述べる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・さらっと一応確認
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●誤りの多いケース
　・収益事業の負担する管理費を控除後振替える
　・役員報酬は実態に応じ、事業費と管理費に計上する。事業担当理事の報酬は事業費にも計上される。運用指針には事業費には給料手当しかないが追加してもOK
　・社団法人で債務超過状態が続きているケースでは、経理的基礎がないと判断される恐れがある
　・別表Aで、前年度の剰余金を加算していないケースがある
　・注記はBS、PLと一体のものとして重要
●法人のガバナンス
　・公益目的事業比率関係：予想外の収益事業の拡大により50％を切るケースがある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→基本的には収益事業の利益等を財源に公益事業を拡大するか、収益事業の見直しを検討する
　・遊休財産関係：過去からの法人会計の黒字により、遊休財産が膨らんでいるケースがある
　　　　　　　　　　　　　→基本的には公益事業で事業拡大等により使用する方向へ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●指定正味財産
●収支相償関係
　・公益事業をするのにその固定資産が絶対に必要で購入するが、購入資金は借入金によるしかなく、将来の収入で返済するケース
●本来の会計処理
　・財産を移すことが必要


ZBHEHYNESITEVELT,

16



	　�公益法人の会計等に関する最近のトピック
	目　次
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	２．遊休財産額の保有の制限（６号財産に関する府令改正）について
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	ご清聴ありがとうございました。

